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ಙ೭ౡʹ͓͚Δ͞ͱ͏͖ ͼ࠿ഓのػցԽのݱঢ়ͱ՝୊
ʙಛʹスϚʔτ೶ূ࣮ۀϓロδΣΫτΛத৺ʹͯ͠ʙ

部ɹ๕রٶतɹڭౡେֶɹ೶ֶ部ɹࣇࣛݩ
޹ౡେֶɹ೶ֶ部ɹٕज़৬һɹദ໦ɹ७ࣇࣛ

ʲ要໿ʳ
証ϓϩジΣクトを中心に࣮ۀ中のεマート೶ࢪձࣾೆ੢サービεが࣮証୅දになり࣮ݶಙ೭ౡの༗、ࡏݱ　
して、すでにެද͞Εている本ϓϩジΣクトのॳ年度࣮証੒Ռσータなどを΋とに෼ੳをߦった。加͑てウΣ
ブ調ࠪを࣮ࢪし、͞とう͖び࠿ഓにお͚るεマート೶ۀのݱঢ়と՝୊にͭいて࡯ߟした。なお、本ϓϩジΣ
クトでは、クϘタεマートアάϦシεςムの׆༻によって೶作ۀと؅理のޮ率Խが࣮証͞Εたʢॳ年度࣮証
݁Ռよりʣ。

はじめに
　ಙ೭ౡにおける͞とうきび࠿ഓの機ցԽの現ঢ়と

՝題を୳るために、༗ݶ会ࣾೆ西サービス（ҎԼʮೆ

西サービスʯという）が代表になり現在࣮ࢪしてい

るスマート農業ٕज़を׆用した農࡞業と؅ཧのޮ཰

Խおよびドローンをར用した؅ཧ࡞業のޮ཰Խにͭ

いて、࣮ূプロδΣΫトを中৺にウΣϒ調査を行っ

た。なお、今ճ࣮ূ中のスマート農業ٕज़は、地ཧ

情報シスςϜ（(IS）や情報௨৴ٕज़（IC5）をར

用してะ
΄

場
じΐう

෺情報などに対応した農機を࡞・業࡞・

シスςϜ্でσータ連ܞするӦ農・サービスࢧԉシ

スςϜを׆用したものである。

　ۙ年、わが国の͞とうきび農業は、他の農業෼໺

と同様に農業ैࣄ者の減少とྸߴԽがٸ଎に進んで

いる。またҰํで、IC5などを׆用したӦ農シスς

Ϝであるスマート農業がٸ଎に進లしており、੓෎

は੒௕ઓ ʮུະདྷ౤ࢿઓུ2018ʯの中で、ʮੈքトο

プϨϕルのスマート農業の࣮現ʯを͛ܝ、ྩ࿨̓年

までにʮ農業の୲いखの΄΅すべてがσータを׆用

した農業を࣮ફʯするとしている（ฏ੒30年6月

15日ֳܾٞఆ）。͞らに、ྩ࿨４年౓までに͞ま͟

まな現場でಋೖ可能なスマート農業ٕज़が։発͞

れ、スマート農業のຊ֨的現場࣮૷がண࣮に進めら

れるڥ؀を੔えるࡦࢪとして、ʮ中ؒࢁ地をؚめ、

͞ま͟まな地域、඼໨に対応したスマート農業ٕज़

を現場でಋೖ可能なՁ֨でఏڙできるよう、農業者

のχーζを౿まえ、現場までの࣮૷をࢹ໺にڀݚ։

発を行い、地域や඼໨のۭനྖ域のڀݚ։発を༏ઌ

的に行うʯとしている（ྩ࿨ݩ年6月21日ֳܾٞ

ఆ）。しかし、これらのࡦࢪ໨ඪの࣮現には、今ճ

現地調査したಙ೭ౡをؚΉࣛࣇౡݝೆ西ॾౡの͞と

うきび農業においては中ؒࢁ地農業と同様に、ス

マート農業によるスέールϝϦοトなどを生かすに

は地ܗ的にかなりࠔ೉なะ場৚݅を༗した地域が多

い。ैって、ͦれͧれ各ౡの࣮ଶに合わͤたスマー

ト農業ٕज़のಋೖが必要不可ܽになる。ͦのために

は、スマート農業にܞわるٕज़։発者、ڀݚ者はݸʑ

の現場のχーζに合った、しかもできるͩけ௿コス

トのスマート農業ٕज़のಋೖを໨ࢦす必要がある。

また、農業者ࣗ਎も௿Ձ֨のΦープンιースハード

ウΣΞなどをར用したマイコン関連ٕज़を਎にͭ

け、ࣗ෼なりの਎のৎに合ったスマート農業ٕज़体

。りग़す૑ҙ工෉もͥͻ必要である࡞をܥ

ௐࠪ ŋ報ࠂ
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　今ճは、ಙ೭ౡにおけるスマート農業࣮ূプロ

δΣΫトを中৺にして、ຊプロδΣΫトのॳ年౓࣮

ূ੒Ռのσータを෼ੳし、加えてウΣϒ調査を行い、

্述した؍点もؚめてできるͩけ少ない࿑ಇྗで規

໛֦େと生産ੑ向্をਤるためには、どのようにす

れ͹地域の࣮ଶに合ったスマート農業ٕज़をޮ཰的

に現場࣮૷できるか、ͦの現ঢ়と՝題にͭいて࡯ߟ

した。

1ɽಙ೭ౡの農業
گ֓（̍）
　ಙ೭ౡはԄඒ܈ౡの΄΅中ԝに位置し、૯໘ੵ̎

万4785ϔΫタール、ߞ地໘ੵ６880ϔΫタール（ߞ

地཰約28%）でԄඒେౡに͙࣍େき͞のౡであり、

ಙ೭ౡொ、ఱ৓ொ、ҏઋொの̏ொからなっている。

であり、౔৕は主にՖこうީؾはѥ೤ଳւ༸ੑީؾ

い。農ڧの෩Խ౔からなり೪౔෼もؠੴփٿླྀ、ؠ

業は͞とうきびを中৺に͹れいしΐ、か΅ͪΌ、Ռ

थなどとச産（೑用ڇ）を組み合わͤたෳ合ܦӦが

行われている。農家1ށ౰たりのߞ地໘ੵは約2６0

Ξールであり、૯農家ށ数2６58ށ、農業ब業人ޱ

は541６人で૯人ޱの約23%を占めている。また、

ब農者の約45%が６5ࡀҎ্でྸߴԽが進んでいる

（2015年農ྛ業ηンサス）。また、国の௚ࣄ׋業で

あるಙ೭ౡμϜがݐ設͞れ、ͦのࣇࣛ、ޙౡݝӦാ

地ଳ੔備ࣄ業により、かんがいࢪ設の੔備や全໘௨

ਫなどがॱ調に進లすれ͹、ׯ͹ͭなどがղফ͞れ、

地の約50%がडӹできる҆ఆしたാ地かんがいߞ

設が੔う（計ը໨ඪ、ྩ࿨５年౓。ग़యɿʮྩ࿨ࢪ

̎年౓ಙ೭ౡの農業農村੔備֓要ॻʯࣛࣇౡݝେౡ

。（຿ॴࣄிಙ೭ౡࢧ

　主な年ؒ農業産ग़ֹは、全ౡ（̏ொ）で೑用ڇが

最も多͘約49ԯ2000万ԁ、࣍に͞とうきび約39

ԯ3000万ԁ、͹れいしΐ約29ԯ5000万ԁなどで

ある（ਤ1）。また、あまみ農業協同組合（ಙ೭ౡ

およびఱ৓ࣄ業ຊ部）が、か͝しまϒランドʮか͝

しまの͹れいしΐʯのஂ体にೝఆ͞れた（ฏ੒31

年̎月）。ౡ内のೝఆ農業者数は、ෳ合（注1）19６ށ

が最も多͘、࣍に೑用ށ52ڇ、͞とうきび42ށな

どである（表1）。

（注1）�農産෺ൢചֹۚの1位部໳のൢചֹۚが農産෺૯
ൢചֹۚの６0%を満たないෳ合ܦӦのこと。

（̎）͞ͱ͏͖ͼੜ࢈ͷ֓گ
　ਤ̎に͞とうきび生産量と生産ֹのਪҠをࣔした

が、生産量はฏ੒28年産をϐーΫにۙ年減少܏向

にある。ಛに、30年産は̕月から10月に連ଓして

དྷऻした୆෩などのӨڹをडけて前年産ൺ約

23.4%減とେき͘མͪࠐんͩが、ྩ࿨ݩ年産では

約15万8000トン（前年産ൺ約7.5%増）とやや࣋

ͪ௚した。生産ֹも同様な܏向をࣔし、ݩ年産で約

34ԯ5000万ԁ（同約13.1%増）である。

　ਤ̏に࠿ഓ農家ށ数とऩ֭໘ੵのਪҠをࣔした

ਤ̍　年ؒ農業産ग़ֹ（શ̏ொ）

ʯگౡの֓܈年౓Ԅඒݩʮྩ࿨ݝౡࣇྉɿࣛࢿ
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ද̍　ೝఆ農業ऀ਺
（୯位ɿށ）

Ӧ農類型 ಙ೭ౡொ ఱ৓ொ ҏઋொ 計
͞とうきび 15 19 ̔ 42
ࡊ設໺ࢪ ̌ ̌ ̌ ̌
࿐地໺ࡊ 6 ̎ 1 ̕
Ֆき・Ֆ໦ ̌ ̌ ̌ ̌
Ռथ類 ̏ 1 ̌ ４
೑用ڇ ̕ 31 12 52
ͦの他 ̌ ̌ ̌ ̌
ෳ合 ６1 7６ 59 19６
計 94 129 80 303

ʯگౡの֓܈年౓Ԅඒݩʮྩ࿨ݝౡࣇྉɿࣛࢿ
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が、࠿ഓ農家ށ数は年ʑ減少し、ݩ年産で約2700

であり、̕年前（ฏ੒22年産）にൺべて約800ށ

減少している（約22.8%減）。また、ऩ֭໘ੵもށ

ۙ年減少܏向にあり、ྩ࿨ݩ年産で約3200ϔΫ

タール、これはฏ੒22年産ൺで約19.5%減である。
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ਤ̏　࠿ഓ農Ոށ਺ͱऩ֭໘ੵのਪҠ

ྉɿ�ࣛࢿ にجび؁しΌ糖生産࣮੷ʯをٴ年産͞とうきびݩʮྩ࿨ݝౡࣇ
ච者࡞੒

　ਤ４に農家1ށ౰たりのऩ֭໘ੵと生産量のਪҠ

をࣔしたが、ऩ֭໘ੵは2６年産Ҏདྷ、΄΅ԣ͹い

であり、ྩ࿨ݩ年産で約1.2ϔΫタールである。生

産量はฏ੒28年産の約74トンをϐーΫにͦのޙ減

少したが、ྩ࿨ݩ年産でややͪ࣋௚し約58トンで

ある。

　ਤ５に࠿ഓ規໛ผの農家ށ数をࣔしたが、0.7〜

1.5ϔΫタール規໛の農家が全体の約34.2%（928

を占めている。Ұํで、0.5ϔΫタールະ満の（ށ

খ規໛農家も全体の約30.5%（828ށ）を占めて

おり、10ϔΫタールҎ্の農家は約0.3%（̕ށ）

にす͗ない。また、1ච౰たりのะ場໘ੵは約27

Ξールでখ۠ըะ場が多͘、全ච数は約1万3000

චでڱ
きΐう

ᯀ
あい

なะ場が多数ଘ在している（ݩ年産࣮੷）。

　ਤ6に10Ξール౰たりऩ量のਪҠをࣔしたが、

28年産で約６.2トンをه࿥したものの、30年産は

୆෩などのӨڹをडけて約4.4トン（前年産ൺ約

20.0%減）まで減少し、ྩ࿨ݩ年産も約5.0トンに

とどまっている。

　ਤ̓に඼छผऩ֭໘ੵのߏ੒ൺをࣔしたが、ಙ೭

ౡではNJ23（農ྛ23߸）が最も多͘࡞付け͞れて

おり、ݩ年産で27.0%を占めている。ຊ඼छは発ժ、

๖
΄う

ժ
が

ึࠇ、௕に༏れ、多ऩであるが、෩ંଛ৳ܪ、

පにऑ͘、୤༿ੑが中〜やや೉である。しかし、଱

をडけやすい地域を中֐͹ͭඃׯに༏れ、ಛにੑׯ

৺にීٴし、גग़しੑに༏れ、य़২え、גग़し̎ճ

体ܥをԄඒ地域で可能にした඼छである。ฏ੒18
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年にࣛࣇౡݝの঑ྭ඼छに࠾用͞れている。Ұํ、

付けられているNJF8（農࡞内で最も多͘ݝౡࣇࣛ

ྛ̔߸）はૣख़、ߴ糖ੑに༏れ、ึࠇප、͞びපに

　ਤ̔に࠿ഓ型ผ࡞付໘ੵのߏ੒ൺをࣔしたが、ݩ

年産のגग़し໘ੵは６8.4%、य़২え22.9%、Ն২

え8.7%のׂ合であり、前年ൺでגग़しは６.６ϙイ

ント減（ݝ全体で3.8ϙイント減）、य़২えは3.4ϙ

イント増（同0.7ϙイント増）、Ն২えは3.1ϙイン

ト増（同3.1ϙイント増）である。ຊౡおよびݝ全

体ともにגग़し໘ੵが減少し、य़২え、Ն২え໘ੵ

がやや増加܏向にあるが、ґવとしてגग़し໘ੵが

6ׂҎ্を占めている。
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の঑ྭ඼छにݝఆ多ऩであり、ฏ੒̏年に҆、͘ڧ

ྩ、内の主ྗ඼छとなっておりݝ用͞れ、現在も࠾

࿨ݩ年産で2６.2%を占める。
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び؁しΌ糖生産࣮੷ʯٴ年産͞とうきびݩʮྩ࿨ݝౡࣇྉɿࣛࢿ
　注ɿ୺数ॲཧの関্܎、内༁の合計が100%にならない場合がある。
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　注ɿ୺数ॲཧの関্܎、内༁の合計が100%にならない場合がある。
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　表̎にݩ年産の͞とうきび࠿ഓ農家ށ数、ऩ֭໘

ੵ、産ग़ֹなどの主な生産࣮੷をࣔしてお͘。

　表̏にגग़しճ数ผ࡞付໘ੵのߏ੒ൺ（ݩ年産）

をࣔしたが、גग़し1ճが最も多͘、全גग़し໘ੵ

の40.2%（ݝ全体で44.4%）を占め、̎ճҎ্は

ॱ࣍減少しているが、４ճҎ্も7.3%（同６.2%）

ଘ在している。גग़しճ数の増加は؅ཧ࡞業の不ప

ఈなどによる୯ऩ減の原Ҽになっている。

　ਤ̕にハーϕスタによるऩ֭໘ੵ཰のਪҠをࣔし

たが、ऩ֭࡞業はิॿࣄ業などでಋೖ͞れたハーϕ

スタのར用が進んでおり、ຊౡのハーϕスタऩ֭཰

（໘ੵൺ）はݩ年産で98.0%である。これはݝ全体

のฏ93.8ۉ%を্ճっており、機ցऩ֭࡞業΁の

関৺の͞ߴがうかがえる。
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㮵ඣᓥ

ᚨஅᓥ

（䠂）

（年⏘）

ਤ̕　ϋーϕελऩ֭໘ੵ཰のਪҠ
　　　（ಙ೭ౡ、ࣛࣇౡݝ）

び؁しΌ糖生産࣮੷ʯฏ੒22年産からྩٴʮ͞とうきびݝౡࣇྉɿࣛࢿ
࿨ݩ年産の࣮੷よりൈਮ

ද̎　ྩ࿨ݩ年産͞ͱ͏͖ͼのओなੜ産࣮੷
　　　（ಙ೭ౡ）
（ށ）数ށഓ農家࠿ 2
71６
ऩ֭໘ੵ（IB） 3
182
生産量（ઍトン） 157.8
産ग़ֹ（百万ԁ） 3
445.80
౰たりऩ֭໘ੵ（B）ށ1 117.2
10̰౰たりऩ量（トン） 4.9６
び؁しΌ糖生産࣮੷ʯよりൈਮٴ年産͞とうきびݩʮྩ࿨ݝౡࣇྉɿࣛࢿ

ද̏　	גग़しճ਺ผ࡞෇໘ੵの構੒ൺ
　　　（ྩ࿨ݩ年産）	 （୯位ɿIB）

ग़しג
໘　ੵ

ग़しճ数ผ໘ੵג
ग़しג
1　ճ ̎ճ ̏ճ ４ճҎ্

ಙ೭ౡ
2
17６ 874 733 409 1６0

（100ˋ）（40.2%）（33.7%）（18.8%） （7.3%）

ݝౡࣇࣛ
６
251 2
775 �2
1６7� 920 388

（100ˋ）（44.4%）（34.7%）（14.7%） （６.2%）
び؁しΌ糖生産࣮੷ʯٴ年産͞とうきびݩʮྩ࿨ݝౡࣇྉɿࣛࢿ
注1ɿかっこॻき内はߏ੒ൺ。
注̎ɿ୺数ॲཧの関্܎、内༁の合計がҰகしない場合がある。

　表４にಙ೭ౡの製糖工場の操業࣮੷（ฏ੒30�ྩ

࿨ݩ年期）をࣔしてお͘。ฏ੒30�ྩ࿨ݩ年期の操

業期ؒはฏ੒30年12月末〜翌年４月ॳめまでの約

3.5Χ月ؒである。ͦのؒ、ऩ֭前のେ型୆෩の௚

ܸをडけ、౗෬、ંଛなどのඃ֐によって原ྉॲཧ

量は前年ൺ24.0%減の約14万4６00トン、産糖量

は同21.0%減の約1万7000トンとなり、前年産よ

りେき͘減少する݁Ռになっている。また、าཹま

り11.77%、ฏۉങೖれ糖౓12.89౓であり、ར用

཰（าཹまり�ฏۉങいೖれ糖౓）91.3%はࣛࣇౡ、

ԭೄ྆ݝの中でඇৗにߴい஋をࣔしており、原ྉ඼

࣭や製糖ޮ཰など、各ౡ͝とのҧいに注໨する必要

がある。今ޙはؾ৅֐ࡂをडけても҆ఆ的に約18

万トンの生産量を֬保することを໨ࢦしており、こ

れは農ਫ省がఆめた生産規໛に४じた生産量に౰た

る。

　なお、ྩ࿨7�8年産のୡ੒໨ඪをऩ֭໘ੵ3805

ϔΫタール、୯ऩ5.74トン、生産量21万8000ト

ンとしているが、今ޙ、໨ඪୡ੒のためには、࠾බ

、ഓٕज़のཱ֬࠿業のޮ཰Խ、छබ用͞とうきびの࡞

ద期২え付け・ංഓ؅ཧ、ビϨοトプランタのಋೖ

ଅ進、Ն২え໘ੵの֦େ、খ型トラΫタによる࠿ഓ

ද̐　製糖޻৔のૢ業࣮੷　（ฏ੒�0�ྩ࿨ݩ年ظ）
会໊ࣾ 操業期ؒ 原ྉॲཧ量（トン） า （ླཱྀ%） 産糖量（トン）ങೖ糖౓（౓）

ೆ西糖業ࣜג会ࣾ
ฏ੒30年12月20日〜31年４月４日

144
６24 11.77 17
023 12.89
	前年増減） ˛24.0（%） ʴ0.47（1
 ˛21.0（%） ʴ0.40（౓）
び؁しΌ糖生産࣮੷ʯٴʮฏ੒30年産͞とうきびݝౡࣇྉɿࣛࢿ
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؅ཧٕज़の։発、౔ͮ͘り、農࡞業डҕୗ組৫の֬

ཱなど、׭ຽ͛ڍて多ذにわたるҰ૚の取り組みが

必要である。

　όΨス（注̎）などのར用ঢ়گ（ฏ੒30�ྩ࿨ݩ年産）

は、年ؒでഉग़͞れる約̏万8750トンのόΨスの

うͪ、製糖工場の೩ྉ用として̏万7６40トン、ଯ

ං原ྉ用に10６0トン、ͦの他に50トンがར用͞

れている。また、年ؒ約7500トンのϑΟルターέー

キ（注̏）はすべてଯං原ྉ用にར用͞れ、約4400

トンの糖みͭは঎ࣾ΁Ҿき౉し、ச産ࣂྉࡐྉ、発

。ྉなどに༗ޮར用͞れているࡐ߬

、保などをؚΉಇきํ改ֵにͭいては֬ࡐに、人࣍　

͞とうきび生産現場と同様に工場の製造現場におい

ても人ख不足がͻっഭしているঢ়گにある。現在は、

国ࣄݿ業などを׆用し、各部ॺを統合してू中੍ޚ

体੍を年࣍的にߏஙしながら、少ない人һで操業で

きる体੍΁Ҡ行しͭͭ、どうにか操業をܧଓしてい

るが、কདྷは͞らにݫしい人ख不足΁の対応にഭら

れると༧૝͞れる。この՝題は、Ұا業ͩけの対応

ྗを超えるものであり、͞とうきび産業全体のҡ࣋

発లのためには、関܎機関のなおҰ૚のཧղとࢧԉ

が不可ܽである。

（注̎）͞とうきびの搾りかす。
（注̏）�͞ とうきびをߜった糖ोをΖաしたޙに残る௜఼

෺。

̎ɽ�͞ とうきびスマート農業�
࣮ূプロδΣΫト

　ຊプロδΣΫトは、ྩ࿨ݩ年౓から農ྛਫ産省が

スマート農業のࣾ会࣮૷を加଎Խするために։࢝し

たスマート農業࣮ূҕୗࣄ業に࠾୒͞れたものであ

る。࣮ূ՝題໊はʮΫϘタスマートΞグϦシスςϜ

を׆用した農࡞業と؅ཧのޮ཰Խならびにドローン

を׆用した؅ཧ࡞業のޮ཰Խの࣮ূʯである。ߏ੒

は、ೆ西サービス、ೆ西糖業ࣜג会ࣾ（ҎԼʮೆ西

糖業ʯという）、ࣛࣇౡݝେౡࢧிಙ೭ౡࣄ຿ॴ農

業ීٴ՝、ࣛࣇౡݝ農業։発૯合ηンターಙ೭ౡࢧ

場である。

　現在、ೆ西サービスを主体にして、ࣜג会ࣾΫϘ

タが։発した,SAS（注４）を׆用し、農࡞業と؅ཧ

のޮ཰Խおよびドローンを׆用した؅ཧ࡞業のޮ཰

Խにͭいて࣮ূをଓけている。

　ຊプロδΣΫトにかける૝いは、ಙ೭ౡの全୲い

खが૬ޓ協ྗし、͞とうきびのޮ཰的生産を行うた

めにӬଓ的なडୗ組৫のߏஙとݸʑの୲いखが最ઌ

୺ٕज़をඪ४૷備して、ҰஈとύϫーΞοプしたू

ஂが༂ಈする͞とうきび農業ཱ国・ಙ೭ౡを໨ࢦす

ことである。

　ここで、ೆ西サービスの֓要を؆୯に঺հしてお

͘。ຊ会ࣾは、ฏ੒19年にೆ西糖業の子会ࣾから

農業ࣄ業をҾき͗ܧ、ࣗࣾ農場ܦӦ（約30ϔΫター

ル）、農࡞業डୗ、ංྉ・農ༀなどのൢചを中৺に

業を行ってきた。28年に農地ॴ༗ద֨๏人になࣄ

りܦӦ的にもಠཱした。現在、ߏ੒һは໾һ５人、

ै業һ10人、قઅྟ時ޏ用20人（؅ཧ、ऩ֭࡞業

にैࣄ）であり、͞とうきび࠿ഓ໘ੵは約30〜40

ϔΫタールである。

（注４）�ะ場・࡞業・࡞෺などの情報と,SAS対応農機を
,SASシスςϜ্でσータ連ܞして農業ܦӦをݟ
えるԽしたӦ農・サービスࢧԉシスςϜのこと。ࣸਅ　޻৔ʹൖೖ͞Εた͞ͱ͏͖ͼ

（ೆ੢糖業ࣜגձࣾ　ҏઋ޻৔）
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（̍）�,4"4Λ׆༻ͨ͠೶ۀ࡞ͱ؅ཧͷޮ཰Խ
　ຊౡにおいても生産者の減少、ྸߴԽの進行はஶ

し͘、؅ཧ࡞業不足などによる୯ऩ減少΁の対ࡦが

छʑࢪ行͞れてདྷているが、あまり࣮ޮが্がって

いないのが現ঢ়である。全ౡ的な୯ऩΞοプとޮ཰

的な生産؅ཧ体੍を࡞り্͛、計ը的・ޮ཰的な製

糖操業にͭな͛るためには、スマート農業によるӦ

農シスςϜのߏ࠶ஙがͥͻ必要である。

　スマート農業ٕज़の現場࣮૷には、ॾ՝題のղܾ

が残͞れている。ྫえ͹、農地のूੵ・ू約Խによ

る規໛֦େやะ場۠ըの੔備、අ用対ޮՌ、機器・

機ց類コストの௿྿Խ、डҕୗ࡞業組৫のཱ֬、ࢄ

෍ༀొࡎ࿥のద応֦େ、機ցの操ॎੑ・҆全ੑ、人

。にわたっているذҭ੒など多ࡐ

　ಛに、スマート農業ཱ֬のためには、୲いख΁の

農地のूੵ・ू約Խによる規໛֦େがେ前ఏであ

る。ຊౡは地ܗ的にも多様な地域ಛੑを༗している

が、農地中ؒ؅ཧࣄ業などをؚΉॾࡦࢪを׆用して、

ۙ年ԣ͹い܏向にある農地のྲྀಈԽをੵۃ的に進

め、全ౡ的なडҕୗ࡞業組৫のཱ֬にͭな͛る必要

がある。

　また、͞とうきび࠿ഓにおいて、スマート農業で

超省ྗԽ、スέールϝϦοトなどを生かすためには、

େ型スマート農機がޮ཰的にՔಇ可能な農地のେ۠

ըԽに向けたج盤੔備はもͪΖん、Ұํでେ型農機

のӡ用が不རな農地でも、ドローンをؚΉແ人ۭߤ

機（6AV）などをར用したϦϞートηンシングٕ

ज़をੵۃ的に׆用すると同時に、現在は͞とうきび

ࡎ΁のొ࿥ༀ数は少ないが、6AVをར用したༀ࡞

業をฒ行して進めることがスマート農業Խの࡞෍ࢄ

าみをૣめることになる。これが、ͦのޙの全ٿଌ

位Ӵ੕シスςϜ（(NSS）Ψイμンス・Φートスς

ΞϦングトラΫタやロϘοトトラΫタ、中ؒ؅ཧ࡞

業ロϘοト、ऩ֭࡞業ロϘοト農機などのಋೖ΁必

વ的にͭながる。

　今ճ、ೆ西サービスが代表で࣮ূ中のຊプロδΣ

Ϋトにおいても、(IS、IC5ٕज़を׆用したシスς

Ϝである,SASによって、ะ場・࡞業・࡞෺情報な

どをޮ཰的な࡞業計ըの࡞੒に生かし、ߞうん、中

ؒ؅ཧ、ऩ֭࡞業などのӬଓ的なडҕୗ組৫のߏங

とドローンによる農࡞業؅ཧのޮ཰Խを໨ࢦしてい

る。

　ここで、,SASಋೖのܦҢを঺հしてお͘。ຊシ

スςϜは、ೆ西サービスॴ༗のトラΫタߋ新をܖ機

にܦӦのޮ཰Խに向けて、28年にಋೖしたもので

あり、まずะ場位置や͞とうきび生ҭঢ়گなどの

σータೖྗから࢝めた。また、౰ॳはࣗࣾ農場の約

30ϔΫタールҎ֎は農機をॴ༗しないখ規໛農家

が多͘、しかも௚前の࡞業ҕୗが多かったため、ͦ

の౎౓、調査һが現場にग़向いて場ॴや生ҭঢ়گな

どを֬ೝしखॻきのะ場؅ཧ୆ாを࡞੒していた

（いわΏる୲౰һ੍౓を࠾用）。ͦのޙ、コスト࡟減

のために୲౰һ੍౓をഇࢭし、ैདྷのะ場؅ཧ୆ா

に代わるものとして、ドローンによるۭࡱでಘた位

置情報などを地ਤに関連ͮけ、,SASと組み合わͤ

てར用することにした。また、農機ΦペϨーターは

各ࣗのスマートϑΥンを,SASのϞόイルとして࢖

用し、現場のঢ়֬گೝと࡞業時ؒの֬ೝなどを行い、

ะ場؅ཧのޮ཰Խをਤっている。

、ると͛ڍに、ຊプロδΣΫトの具体的な໨ඪを࣍　

,SASを׆用することによって農࡞業डୗࣄ業部໳

のऩࢧを10%Ξοプすること、トラΫタ࡞業डୗ

のചり্͛を50%Ξοプすることである。͞らに、

ドローンのӡ用と農機のޮ཰的Քಇによりࣗࣾ農場

の୯ऩをౡ内ฏۉより５%Ҏ্Ξοプすることであ

る。

（̎）ॳ೥౓ͷ࣮ূ੒Ռ
　ॳ年౓の主な࣮ূ੒Ռの֓要は࣍の௨りである。

Ξ�ɽ,SASのӡ用でडୗ࡞業のड付、࡞業؅ཧ業຿

のޮ཰Խと࠶ҕୗઌとなる協ྗ農家数の増加に

よってडୗ࡞業量が֦େしたこと。
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（Ξ）डୗ࡞業の؅ཧ業຿（࡞業ड付ˠ࡞業ࣔࢦ

ˠ࡞業࣮ࢪˠ࡞業׬了報ࠂ）のޮ཰Խ、࡞業ࢦ

ࣔଆがύιコンを࢖用し、࡞業者ଆがスマート

ϑΥンを࢖用することでϦϞートԽがਤられた。

（イ）࠶ҕୗઌになる協ྗ農家数が増加した（ྩ

࿨̎年̏月末時点、協ྗ農家37݅）。

（ウ）डୗ࡞業量の増加により、डୗඅが増加し

た（ฏ੒29年̕月〜30年̔月ɿ約4831万ԁ、

ฏ੒30年̕月〜ྩ࿨ݩ年̔月ɿ約６951万ԁ、

ྩ࿨ݩ年̕月〜̎年̔月ɿ約8819万ԁ）。

イ�ɽ,SASの࣮用ੑが֬ೝ͞れ、̎年౓に設ཱ͞れ

るʮಙ೭ౡ͞とうきび農࡞業डҕୗ調੔ηンターʯ

の調੔業຿をडୗできることになり、農࡞業डҕ

ୗ業຿のޮ཰Խがਤられた。

ウ�ɽ協ྗ農家数の増加が࡞業࠶ҕୗ໘ੵの֦େにͭ

ながり、ࣗࣾ農場のద期؅ཧ࡞業が༰қになった

ことで、ࣗࣾ農場の୯ऩをౡ内ฏۉより５%Ҏ্

Ξοプすることができた（ྩ࿨̎�ݩ年期࣮੷）。

エ�ɽ,SASによるडୗะ場σータの஝ੵが進んͩ。

Φ�ɽ,SASの໘ੵଌఆٕज़の׆用によって໘ੵ౰た

り前෷い࡞業ྉۚのಋೖが可能になった。

ʕことなどである。

　このようにॳ年౓の࣮ূでは、,SASのಋೖٕज़

が͞とうきび農࡞業のडҕୗと࡞業࣮ࢪのޮ཰Խに

。することが໌らかになった（ਤ10、ਤ11）ݙߩ

（̏）υϩʔϯΛ؅ͨ͠༺׆ཧۀ࡞ͷޮ཰Խ
　ドローンのಋೖとӡ用によってප֐஬๷আ࡞業を

ద期に࣮ࢪし、๷আコストの௿減と୯ऩΞοプをਤ

ることなどを໨ඪに現在࣮ূ中である。今ޙ、ެ表

͞れる࣮ূ੒Ռを期଴したい。

̏ɽ今ޙの՝題
　ຊౡをؚΉԄඒ܈ౡは౦西約1６2キロϝートル、

ೆ๺約1６8キロϝートルのൣғ内にඈびੴঢ়に連

なり、ݹ生૚とこれを؏͘Ր੒ؠからなるੑྏࢁの

地ܗやླྀٿੴփؠが͘޿෼෍する௿ฏなஈٰঢ়の地

とখ規໛でܗを༗する。このような多छ多様な地ܗ

খ۠ըะ場の多い地域において、スマート農業Խを

ਪ進するためには、ͦ れͧれの地域の࣮ଶに合った、

しかも現場のχーζにԊったスマート農業ٕज़のಋ

ೖが必要になる。

（̍）ຊϓϩδΣΫτͷ͚ͯ޲ʹޙࠓ
　ຊプロδΣΫトでは、ݸʑの現場のะ場情報や࡞

෺情報などを֬ೝし、࠿ഓཤྺを஝ੵしながら、ద

ਖ਼なӦ農؅ཧのもとでౡ内ฏۉ୯ऩの向্を໨ࢦし

た。ͦの࣮現のためには、まずౡ内全体の২え付け

から中ؒ・גग़し؅ཧ、ऩ֭にࢸるडҕୗ࡞業組৫

のཱ֬こͦがٸ຿である。

　͞らに、今ޙղܾが必要な՝題を͛ڍると、
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Ξ�ɽะ場؅ཧの؆ུԽとコストμウンを໨ࢦし、ҕ

ୗ協ྗ農家との情報ڞ༗をڧԽすること。

イ�ɽ,SAS農機のՔಇঢ়گのシΣΞとϝンςナンス

の؅ཧを༰қにすること。

ウ�ɽ各ะ場の࠿ഓཤྺを஝ੵし、࠿ഓ؅ཧを͞らに

ࢪ෺情報のもとでదਖ਼な࡞なࡉえるԽしてৄݟ

ං・๷আ設計を行い、ౡ内全体のऩ量Ξοプにͭ

な͛ること。

エ�ɽドローンによるۭࡱによって、ಛにय़・Ն・୆

෩དྷऻ時およびऩ֭時のৄࡉな生ҭ情報を೺Ѳす

ること。

Φ�ɽέーンハーϕスタにऩ量ηンサーを設置し、各

ะ場͝とのऩ量೺Ѳを行い、దਖ਼なංഓ؅ཧに໾

ཱてること。

Χ�ɽ農家ܦӦの合ཧԽ、コストҙࣝのߴ༲を͞らに

ਤり、҆ఆ的なܦӦ規໛֦େにͭな͛ること。

ʕなどが必要である。

　またকདྷ、超省ྗԽによるޮ཰的な͞とうきび生

産をװجとした農業ཱ国・ಙ೭ౡを໨ࢦすために

は、ౡ内全域をΧόーした(NSSج地ہをෳ数ج設

置して、スマート農機がౡ内全域で௨年Քಇできる

情報௨৴ڥ؀の੔備がͥͻ必要である。

（̎）�͞ ͱ͏͖ͼεϚʔτ೶ػ（γεςϜ）
ͷޙࠓͷల։

　今ޙは、ࡅ、ىߞ౔੔地、ܣ
うͶ

ཱて、ࢪං、২え付

け、中ߞআ૲、ප֐஬๷আ、גग़し؅ཧ、ऩ֭࡞業

に対応可能な35,r(NSSࣗಈ操଩シスςϜ農機の

ಋೖをਤる必要がある（農ྛਫ産省の農業機ց҆全

ੑ֬保のࣗಈԽϨϕル1に૬౰）。

　まず、トラΫタやέーンハーϕスタなどに35,–

(NSSࣗಈ操଩シスςϜを૷ணし、ىߞからऩ֭ま

でのਫ਼ີ・超省ྗ࠿ഓٕज़体ܥのཱ֬を໨ࢦすこと

である。ຊࣗಈ操଩シスςϜはトラΫタなどにޙ付

け可能であり、Ұ౓هԱした૸行ラインを࢖用する

ことで࣍年Ҏ߱の࡞業にもར用可能で省ྗԽにͭな

がる。ཱܣて࡞業の場合で、࡞業ي੻のਫ਼౓は行ఔ

の80%Ҏ্でʶ５ηンνϝートルఔ౓であり、ॳ

৺者にも׳行࡞業が可能である。また、1୆の機器

で他の農機にもޓ用可能であることからコスト௿減

になる。

に、͞とうきびスマート農機（シスςϜ）の具࣍　

体ྫを͛ڍる。

Ξɽ͞とうきび生産用機ց

（Ξ）35,–(NSSࣗಈ操଩シスςϜトラΫタ૷

ண型

　ะ場ઢҾき機、サϒιイラ（৺౔破ࡅ）プラ

ウ・ロータϦ、ハロー（ࡅ౔・੔地）、ཱܣて機、

、プランタࣜܪං機、ビϨοトプランタ、全ࢪ

中ߞআ૲機、๷আ機、גग़し؅ཧ機

（イ）35,�(NSSࣗಈ操଩シスςϜέーンハーϕ

スタ

（ウ）35,�(NSSࣗಈ操଩シスςϜをར用しない

ロϘοト農機

　ࣗ૸ࣜ農機の場合は(NSSをར用ͤず、農機ຊ体

に取り付けたηンサー（ྫえ͹、Ϩーβーηンサー

など）でܣや対৅࡞෺ྻを検ग़し（ટճ時はํ位η

ンサーなど࢖用）、੍ޚ૷置1-C（1SPHSBNNBCMF�

-PHJD�CPOUSPMMFS）で੍ޚしながらແ人ࣗಈ૸行

が可能なロϘοト農機もଘ在している（໨ࢹ؂ࢹ型

ロϘοト農機、ࣗಈԽϨϕル̎に૬౰）。

　Ұൠに、ロϘοト農機はロϘοトٕज़によって、

ແ人ঢ়ଶでハンドル操࡞、発進・ఀ࡞、ࢭ業機の੍

業者はࣗಈ૸行する農機をะ場内࡞、をࣗಈԽしޚ

やะ場पลからৗ時ࢹ؂してݥةの൑அやඇৗ時の

をϦϞコン操ॎなどで行う。また、҆全֬࡞操ٸۓ

保のために、農機ຊ体の前ޙにI1Χϝラ（ωοト

ϫーΫΧϝラ）やࠨӈに઀৮Χϝラなどを取り付け、

ϦϞコン操࡞でি突ճආするํ๏もある。

　͞らに、今ޙはローΧル５(（-5(）のϝϦοト

であるେ༰量・超௿஗Ԇ・多୺末を生かして、ะ場
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から཭れた؅੍ࣨ（௨৴ڑ཭はཧ࿦的には੍ݶはな

いが、現ঢ়では約10キロϝートルఔ౓）からロϘο

トपลϞχターでԕִࢹ؂を行い、もしݥةを࡯஌

した場合は؅੍ࣨからのఀྩࢦࢭがग़͞れた時点で

農機をఀͤ͞ࢭ、҆全֬保をਤることができる。ྫ

え͹、ロϘοト஡ఠ࠾機の場合、-5(࠾用、࡞業

଎౓0.4ϝートルຖඵでఀޙྩࢦࢭ、約0.5ϝート

ルでఀࢭ可能である。なお、ロϘοトपลϞχター

には、ロϘοト農機पลのը૾・ө૾がөしग़͞れ

ており、࡞業中の҆全֬ೝと࡞෺やࡶ૲、౔৕ঢ়ଶ

などのะ場ڥ؀のը૾σータが఻ૹ͞れ、ͦれに合

わͤて؅੍ࣨから੍ޚを行うことができる。

　また、(ISϕースϞχター（注５）のซ用によって、

؅੍ࣨからロϘοト農機のะ場ؒҠಈ（෼ࢄะ場の

ޮ཰的なར用が可能）をؚΉԕִࢹ؂によるແ人ࣗ

ಈ૸行΁のల։も期଴できる（ԕִࢹ؂型ロϘοト

農機、ࣗಈԽϨϕル̏に૬౰）。ͦのためには、-

５(のి೾໢（प೾数4.7ΪΨϔルπଳ）の情報௨

৴ڥ؀の੔備や農道੔備による૸行の҆全ੑ֬保が

ॏ要՝題になる。

　Ҏ্、ロϘοト農機の૸行に関しては、ಛに҆全

ੑの֬保にे෼な注ҙを෷わなけれ͹ならないが、

農ྛਫ産省においても、ฏ੒29年にロϘοト農機

の҆全ੑ֬保のために、ϝーΧーや࢖用者がॱकす

べき߲ࣄなどをఆめたʮ農業機ցのࣗಈ૸行に関す

る҆全ੑ֬保Ψイドラインʯをࡦఆしている。ྩ࿨

̎年のҰ部改ਖ਼では、࢖用者がะ場内やะ場पลか

らࢹ؂しながらແ人ࣗಈ૸行ͤ͞るロϘοト農機に

Ӵ੕ଌ位情報をར用してࣗಈ૸行するロϘοトトラ

Ϋタ、஡Ԃ؅ཧ用ロϘοトの他にロϘοトా২え機

およびロϘοト૲מ機を௥加してϝーΧー、ಋೖ主

体、࢖用者͝とにॱकすべき߲ࣄや主な໾ׂなどを

ఆめている。主な内༰は、˜࡞業ྖ域内にୈࡾ者を

ཱͪೖらͤないこと˜ࢹք不ྑなどでࢹ؂が೉しい

者の઀ۙ、ะࡾではࣗಈ૸行ͤ͞ないこと˜ୈڥ؀

場֎΁のඈびग़しなどੑݥةが生じた場合は、௚ͪ

にఀͤ͞ࢭるા置をߨじていること˜ロϘοト農機

の҆全࢖用܇࿅を行うことʕなどをఆめており、ロ

Ϙοト農機の҆全ੑ֬保が今ޙのスマート農業の進

లにେき͘Өڹするといってもաݴではない。

（注５）�地ཧ的情報や࡞業ܦ࿏・時ؒ、農機の位置・଎౓
などの૸行情報の表ࣔ、࡞業։ࢭఀ・࢝位置の操
。など行うことができる࡞

イɽ6AVによるะ場ηンシングおよびༀࢄࡎ෍࡞業

　ηンシング用ドローン（スペΫトルΧϝラなどで

のۭࡱ）をར用したϦϞートηンシング（௿૚ϦϞー

トηンシング）は、地域の地ܗや౔৕ංཊ౓、౔৕

ਫ෼量、࡞෺生ҭ（඼࣭をؚΉ）ঢ়࡞、گ෺౗෬ঢ়

ଶ、ප஬֐ঢ়گなど、ะ場や࡞෺の਍அ情報をऩू

し、人工Ӵ੕よりもہॴ的なσータをղੳすること

によってਫ਼ີなঢ়گ਍அをԼすことができる。

　͞らに、これら࡞෺情報などのҰఆൣғ内のۭؒ

情報は(ISをհしてロϘοト農機に఻ૹし、スマー

トࢪං（可มࢪංなど）や農家のٕज़ྗΞοプ、࡞

෺඼࣭、ऩ֭量のߴ位҆ఆԽにͭな͛ることができ

る。また、各農家がಘたۭؒ情報は地域全体でシΣ

ΞϦングすることによって地域全体の࡞෺の඼࣭向

্やऩ量Ξοプのみならず、シスςϜಋೖコストの

཈੍にͭな͛ることもできる。͞らに、কདྷは͞と

うきび生産現場においても、ドローン、-1WA（-PX�

1PXFS�WJEF�ASFB）（注6）によるը૾ऩू・ղੳや

AI（人工஌能）、#I（#VTJOFTT�IOUFMMJHFODF）（注̓）

など最ઌ୺のIC5をܦӦઓུの؍点から༗ޮに取り

。Ήことが必要になるであΖうࠐ

（注6）௿ফඅిྗで޿域をΧόーする௨৴シスςϜ。
（注̓）�஝ੵ͞れた多͘のσータを෼ੳし、ͦの෼ੳ݁Ռ

をܦӦҙܾࢥఆなどに׆用すること。

ࢄࡎに、農業用ドローンなどの6AVによるༀ࣍　

෍は、ࣛࣇౡݝ内においても農ༀࢄ෍を中৺に֦େ

してきている。ಛに、ਫҴ࡞において֦େしている
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が、ാ࡞においてもかんしΐを中৺に͹れいしΐ、

͞とうきび、஡などにも࣮͞ࢪれͭͭある。ຊݝの

ドローンをར用したྩ࿨̎年の๷আ݅数（農ྛਫ産

で（年では43݅ݩ）協会ొ࿥機）は年ؒ６5ۭ݅ߤ

年ʑ増加܏向にある（̎年５月時点、ࣛࣇౡ農੓部

。（Ӧٕज़՝調べܦ

　ैདྷ、農ༀのۭ中ࢄ෍は、主にແ人ϔϦコプター

により࣮͞ࢪれてきたが、ۙ年はແ人ϔϦとൺֱし

て、機体がখ型で྿Ձなマルνローター型のখ型ແ

人ۭߤ機のར用が増加している（ドローンはҰൠ໊

শであり、主としてマルνローター型のখ型ແ人ߤ

ۭ機をドローンあるいは農業用ドローンとশしてい

ることが多い）。

　ຊݝでも、マルνローターによるࢄ෍ਫ਼౓と๷আ

ޮՌなどの࣮ূがすでに行なわれている（ࣛࣇౡݝ

農業։発૯合ηンター農機ࣨڀݚ、ฏ੒30年）。࣮

ূ݁Ռによると、マルνローターのํがແ人ϔϦよ

りμウンウΦοシュがऑ͘ܪ༿のଛইが少ない্に

ϒーϜスプϨーϠでは೉しかった߱Ӎ௚ޙでの๷আ

も可能であり、またҕୗࢄ෍の多いແ人ϔϦよりద

期๷আに༗རでാ࡞෺΁のༀࢄࡎ෍にも期଴できる

としている。͞らに、マルνローターの機ಈੑを生

かすことでখ۠ըะ場や中ؒࢁ地でのར用など、ແ

人ϔϦとのすみ෼けの必要ੑをࢦఠしている。

　現在では機体ੑ能も向্し、機体のඈ行ঢ়گの೺

Ѳやඇৗࣄଶに対応した機能など、操ॎ者の໾ׂิ

ॿ的機能がٸ଎に進าしている。また、(NSSなど

を׆用したࣗಈ操ॎやඈ行ܦ࿏ҳ୤๷ࢭ機能なども

ॆ࣮してきているが、͞ らにࢄ෍࡞業にあたっては、

ྀߟ෍ํ向などࢄ、෍۠域पล΁のप஌や෩向きࢄ

したඈࢄ๷ࢭ対ࡦをߨじながら農ༀの҆全、ద੾な

。用に౒める必要がある࢖

　今ޙは、͞らにドローンར用に܎る規੍؇࿨をਤ

りͭͭ、ࢄ෍ਫ਼౓の向্やコスト௿減、農ༀొ࿥の

ద応֦େ、҆全ੑ֬保などの՝題ղܾをਤり、͞と

うきびをؚΉ農業現場΁のར用֦େにͭながる取り

組みを進める必要がある。

ウɽਫ؅ཧԕ੍ִޚシスςϜのಋೖ

　͞とうきび生産地には、生ҭ期ؒ中にਫ不足にݟ

෣われる地域が多͘ଘ在する。これらの地域のر少

なਫݯࢿをいかに༗ޮにར用するかが、͞とうきび

の඼࣭、ऩ量にେき͘Өڹする。

　今ޙ、͞とうきび生産において、ਫݯࢿを༗ޮ׆

用する省ྗ的かͭਫ਼ີなかんਫ࡞業（スマートかん

がいとশしてよい）を行うためには、IC5を׆用し

たਫ؅ཧԕ੍ִޚシスςϜのಋೖが必要である。ຊ

シスςϜの֓要は、まずかんਫϙンプの操࡞やඍؾ

৅༧報、ਫ؅ཧ੍ޚιϑトなどのΞプϦέーシϣン

ιϑトを取りࠐんͩサーόーがある。ะ場にはϝイ

ンج地ہを設置し、Ұํ、サϒہに各ะ場͝との౔

৕ਫ෼量や地Թ、ඍؾ৅༧報σータなどがूめられ、

これらのηンシングσータはج地ہを௨してサー

όーにૹられ、ͦこで情報Խ͞れる。また、࡞業者

の୺末（スマートϑΥンなど）にはΫラウドから情

報が఻ୡ͞れる。

　現在、͞とうきびะ場のਫ؅ཧ੍ޚシスςϜとし

て、࡞業者のスマートϑΥンからԕִ操࡞でかんਫ

ϙンプ（エンδンやిಈ機ۦಈ）のΦン・Φϑを行

うことが可能なスプϦンΫラーかんਫあるいは点ణ

かんਫシスςϜが࣮ূ͞れている。

　Ҏ্、͞とうきび࠿ഓにこれらのਫݯࢿのޮ཰的

ར用を໨的としたかんਫシスςϜをಋೖすること

は、農家のかんਫҙࣝをߴめ、͞ とうきびの୯ऩΞο

プにͭながる。

おわりに
　ಙ೭ౡをؚΉԄඒ܈ౡは、ൣ޿ғでඈびੴঢ়に連

なっており、ੑྏࢁ地ܗやླྀٿੴփؠが͘޿発ୡし

た௿ฏなஈٰঢ়地ܗなど、多様な地ܗを༗している。

加えて、খ規໛でখ۠ըะ場が多い。ैって、これ
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らの地域のスマート農業にܞわるٕज़։発者やڀݚ

者はͦれͧれの地域ಛੑに合った、かͭ現場のχー

ζにԊった௿Ձ֨なスマート農業ٕज़の࣮૷を໨ࢦ

すべきである。Ұํで、農業者ࣗ਎も௿Ձ֨なマイ

コン関連ٕज़を਎にͭけ、ࣗ෼なりの਎のৎに合っ

たスマート農業ٕज़の૑ҙ工෉が必要である。

　また、͞とうきびスマート農機のޮ཰的ӡ用をਤ

るためには、୲いख΁の農地ूੵ・ू約Խによる規

໛֦େとะ場のେ۠ըԽに向けたج盤੔備が必要不

可ܽであり、ޮ཰的な生産؅ཧ体੍による生産ੑ向

্をਤるには、スマート農業ٕज़をಋೖしたӦ農シ

スςϜのߏ࠶ஙが必要になる。これが計ը的、ޮ཰

的な製糖操業にもͭながる。

　今ޙは、২え付けからऩ֭࡞業までの全ౡ的なड

ҕୗ࡞業組৫のཱ֬、ॳ期౤ࢿのӨܰڹ減のための

スマート農機のڞ同ར用、࡞෺生ҭ・ะ場・ؾ৅情

報などのར׆用のଅ進、ޮ཰的ਫ؅ݯࢿཧのཱ֬、

ҭࡐの੔備、人ڥ用などをؚΉ情報௨৴؀࠾)5-

੒などを加଎ͤ͞る必要がある。ಛに、͞とうきび

スマート農機の҆全ੑ֬保はॏ要である。

　͞らに、Ԅඒ܈ౡ農業のৼڵのためには、ੈ࣍代

を୲う農業者のために農業ߍߴ、農業େֶߍなどで

スマート農業をֶͿ௨年のΧϦキュラϜを取りೖれ

る必要がある。これはए者にັྗある農業をఏڙす

るためにも଴ったなしである。͞らに、スマート農

業ٕज़ਪ進のためには、行੓、農業者、ا業、ڀݚ

機関がコンιーシΞϜを組み、生産から調製・ग़ՙ

にࢸるまでのσータをݟえるԽした体ܥ的࣮ূڀݚ

が必要である。

　最ޙに、ۙ年の地ٿԹஆԽによるࣗવ֐ࡂの多発

とੈք的なコロナՒの中で、スマート農業の進లが

農ச産෺の生産ੑ向্とわが国のࣗڅ཰Ξοプにେ

き͘ݙߩし、৯ྉ҆保のཱ֬にد༩することを期଴

したい。

　今ճの現地調査は、コロナՒのӨڹをडけ、ಙ೭

ౡスマート農業࣮ূࣄ業のॳ年౓࣮ূ੒Ռを中৺に

ウΣϒ調査を༨ّな͘͞れた。今ޙ、新型コロナウ

イルス感染֦େのऩଋがݟえ、࣮ূࣄ業の最終੒Ռ

が໌らかに͞れた時期に͞らにৄࡉな現地調査を行

う༧ఆである。

ँࣙ　

　今ճ、ウΣϒ調査を行うにあたり、༗ݶ会ࣾೆ西

サービスのٱ保ໜࣇࣛ、ࢯౡݝେౡࢧிಙ೭ౡࣄ຿

ॴの福ࢁ༞ೋࢯ、ೆ西糖業ࣜג会ࣾのኍܟ造ࢯ、ࣛ

໦ӫҰࠇ場のࢧ農業։発૯合ηンターಙ೭ౡݝౡࣇ

しه各位に͝協ྗいたͩいた。ここに܎の他、関ࢯ

て感ँਃし্͛ます。

ʲࢿߟࢀྉʳ

Ұൠࣾஂ๏人全国農業改ྑීࢧٴԉ協会、ਫӽԂ子（2017）ʮັྗあるサトウキビ農業のため,SASಋೖによ

りܦӦのޮ཰Խをめ͟す〜（༗）ೆ 西サービスの新たな取り組み〜ʯʪIUUQT���XXX.KFJOPV.DPN�NBOBHFS�

�2017�11�15�090700.IUNMʫ（2021年５月10日ΞΫηス）
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